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國際關係理論 
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明白文化）。 
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二、 日文文獻 

1. 石田淳、長有紀枝、山田哲也，2024。『国際平和論：脅威の認識と対応の模索』（有

斐閣） 

2. 笹川平和財団新領域研究会，2024。『新領域安全保障サイバー・宇宙・無人兵器を

めぐる法的課題』（ウェッジ） 

3. 脇祐三，2024。『グローバルサウスの時代 多重化する国際政治』（光文社） 

4. 宇山卓栄，石田和靖，2024。『世界を揺るがす！グローバルサウス VS 米欧の地政

学』（ビジネス社） 

5. 山本吉宣，2024。『言説の国際政治学』（東信堂） 

6. 小川浩之、板橋拓己、青野利彦，2024。『国際政治史〔新版〕: 主権国家体系の

あゆみ』（東京：有斐閣）。 

7. 浅田正彦，玉田大，2023。『ウクライナ戦争をめぐる国際法と国際政治経済』（東信
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8. 草野大希、小川裕子、藤田泰昌，2023。『国際関係論入門』（ミネルヴァ書房 

9. 村田晃嗣、君塚直隆、石川卓、栗栖薫子、秋山信将，2023。『国際政治学をつかむ』

（有斐閣） 
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